
学校評価(保護者アンケートや自己評価の結果）特集号
朝晩はまだ残寒を感じさせるこのごろですが、校庭の正門近くに梅花のほころびや開花をみつけ、少しず

つ春の訪れを感じられる季節になってきました。保護者の皆様におかれましては、日頃より古山小学校の教
育活動にご支援ご協力いただきまして改めて御礼を申し上げます。
さて、皆様にご協力いただきました「学校評価」保護者アンケートの平成２９年度の結果とその分析等が

まとまりましたのでお知らせいたします。なお、今年度の達成度（Ｈ２９）を「Ａそう思う」と「Ｂおおむ
ねそう思う」を合計したパーセントとして示しました。（Ｈ２８は昨年度の達成度です。）さらに教職員と児
童の自己評価の主な結果と分析、学校評議員からの学校関係者評価も掲載しました。併せてご覧ください。

１ 保護者アンケートの結果と分析

評 価 項 目 Ｈ２９ Ｈ２８

１ お子さんは、楽しく学校生活を送っている。 ９８％ ９７％

２ お子さんは、あいさつがよくできている。 ８８ ８２
教
育 ３ お子さんは、授業がよくわかり意欲をもって学習している。 ８６ ８２
活
動 ４ お子さんは、思いやりがあり他の人のことを考えた行動がとれている。 ９３ ９１
に
つ ５ お子さんは、進んで読書をしている。 ５４ ４８
い
て ６ お子さんは、自分なりの目標をもち真剣に取り組んでいる。 ７９ ７２

７ 学校は、子供に対し、いつも温かく声をかけたり、励ましたりしてる。 ９４ ９０

８ 学校は学校生活を豊かにする行事や活動をしている。 ９７ ９６

９ 学校は安全指導を適切に行い、子どもの安全確保や事故防止に努めている。 ９７ ９６

全体的に昨年度より良好な結果でした。２のあいさつは古山小児童のよりよい特色です。今後とも推進してき
ます。３のわかる授業については、教員の授業研究や研修は今年度も学校課題や日産財団理科教育研究・プログラ
ミング教育など充実させましたが、今後とも基礎的・基本的な知識・技能の習得とそれらを活用した思考力・判断力
・表現力等の学力をさらに向上させていきます。また、「全国学力・学習状況調査（６年生）」や「とちぎっ子学習状
況調査（４・５年生）」、「体力テスト」等についても今で以上に好成績が収められるよう、努力していきたいと考え
ています。５の読書活動については朝の読書や図書室の活用の充実を図り、年間２５冊の本を読むことの実現を家庭
との連携を深めながら継続していきます。７については、教育相談週間を設けたり、学級の満足度に関する新たな調
査等を実施したりしています。今後ともＤの評価を0にするためにも調査の分析をするとともに日常の学校生活の中
で、悩み等の早期発見に心がけ、悩みをもつ児童に対しては、学級担任だけでなく複数の関係職員で組織的に対応が
できるよう努力していきます。8についても児童が達成感や感動を味わうことのできるよう更に工夫していきます。

１０ 学校の教育目標や学校経営の方針、学校行事などを学校ホームページや様々な
家 便りなどによって、保護者に分かりやすく伝えている。 ９７％ ９７％
庭
と １１ 学校は、地域や保護者の協力・参加を得て、よりよい教育活動を行っている。 ９７ ９６
の
連 １２ 学校は、家庭への連絡をきめ細かく行い、子どもの様子などを分かりやすく伝えている。 ８６ ８２
携
１３ 学校と家庭とが連携して、適切な家庭学習ができるようにしている。 ８８ ８３

１４ 学校は、保護者からの連絡や相談に誠実に対応している。 ９４ ９３

全体的におおむね良好な結果でした。１０については、授業参観や各種の「たより」、校長室通信「考える葦」の
広報、各種の新聞への掲載等の情報提供に心がけました。また、学校ホームページの充実を図り、各種の行事や日常
の出来事、学校生活の児童の様子をスピード感をもって更新し、写真やコメント等で情報提供を行いました。たくさ
んのアクセスをいただきありがとうございます。今後とも、学校ホームページや一斉メール・マスコミなど様々な手
段を活用した適切な情報発信に努めていきます。１２については課題もあると考えていますので、まずは学級担任に
よる連絡帳の記述や、電話等での連絡を更にきめ細やかに実践し、保護者の皆様に信頼感と安心感のある学校づくり
に努めていきます。１３については、古山小学校オリジナルの「家庭学習の手引き」を学校ホームページでの発信や
家庭への周知を通して家庭と連携を深めるとともに、適切な宿題の在り方を検討していきたいと考えています。１４
については、引き続き保護者からの連絡・相談には、管理職を含め真摯に誠実に対応していきます。
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１５ お子さんは、朝一人でおきる。 ４８％ ５３％
子
ど １６ お子さんは、朝食を毎日食べている。 ８４ ９０
も
の １７ お子さんは、忘れ物をしないように持ち物を確かめている。 ７９ ７６
家
庭 １８ お子さんは、家庭学習の習慣が身についている。 ８０ ７７
生
活 １９ お子さんは、家族とよく話をしている。 ９６ ９５

２０ お子さんは、家事の分担をきちんと果たしている。 ６７ ６６

１５の朝起きや１６の朝食の摂食率が低下しました。課題として捉えていますので、今年度設定した、健康教育ス
ローガン「すくすく元気 古山っこ ～いっぱい遊んで 早く寝て すっきり目覚めて朝ごはん～」の実現を推
進していきます。１７・１８についても学校や家庭での基本的な生活習慣の定着が、適切な学習習慣につながること
を意識させていきたいと考えています。ご家庭でも学校と連携を図って、朝起きやバランスの良い朝食を毎日食べる
ことや、忘れ物をなくすためのご協力をお願いいたします。

そ ２１ 保護者の皆様は、学校ホームページや学校からの便り（校長室通信、学年だよ
の り、保健だより、給食だより、図書館だより、連絡帳等）に目を通している。 ９５％ ９６％
他
２２ 保護者の皆様は、子どもの話をよく聞いている。 ９７ ９７

２１につきましては、各種便りの内容を更に充実させて保護者の皆様が参考になり読みたくなるように更に改
善を図っていきます。２２については例年同様に良い結果でした。家庭においてお子様との会話を大切にしてい
る家庭環境に心から感謝いたします。今回のアンケートでは、教育活動全般や学校行事等について自由記述による
意見もいただいております。特に改善に関する意見については真摯に受け止めて、反省すべきところは反省し、教職
員で課題の共有化を図り、更に「よりよく変身」と思っています。今回のアンケートへのご意見等だけでなく、何か
気になるところや疑問がありましたらいつでもお気軽にご意見等をお寄せいただきますようお願いいたします。

２、学校評価（教職員による自己評価）の主な結果と分析について
○教職員による自己評価において、やや低い評価であり、今後の課題と考えられる項目は以下の通りです。
△豊かな心の体験活動の充実の「地域の教育力の活用」（生活科や総合的な学習の時間や社会科などでは充実して
いるが、他の教科や領域等でさらに地域との連携が図れるように工夫する必要がある。特に次年度からは学校運
営協議会制度が導入され、本校もコミュニティ・スクールになるため、更に地域との連携を推進してきたい。）

△心を育てる児童指導の充実に関する「自己指導能力の育成」（昨年度に比較しＣ・Ｄ評価は０になったが、高い
評価ではない、今後とも心を育てる指導の大切さを再認識し、道徳教育を含めて指導方法等を検討していきたい。）
△安全な生活の確保に関する「危機管理マニュアルの活用」（Ｃ評価が０ではない、登下校の交通安全の指導や避
難訓練の内容を前年踏襲ではなくさらに見直しをして危機の時に活用できる実用的なマニュアルに改善していく
必要がある。そして自分の命を自分で守ることのできる児童を育てていきたい。）

○高評価だった主な項目
◎確かな学力に関する項目全般（引き続き、自ら学び自ら考える力の育成と学びに向かう学級づくりを推進します。）
◎体験活動の充実に関する「校外活動、宿泊学習等の充実」（時期、場所、活動内容等について工夫していきます。）
◎豊かな心に関する「異年齢集団による活動の推進」（今年度は、縦割りのさわやか班の活動を増やすなど充実し
た。今後とも、さわやか給食、さわやか共遊、清掃活動を縦割り班活動の中核として推進していきます。）

◎学校運営組織に関する「教職員の専門性を生かした機能的な組織運営」「教職員の人間関係、同僚性」（Ｃ評価が
０ではないが、概ね高評価、今後とも開かれた職員室と風通しのよい校長室を意識して同僚性を高めていきます。）

３、学校評価（児童による自己評価）の主な結果と分析について
全体的にはよい傾向です。どの項目も「よい」「おおむねよい」の児童が多く、「学校にくるのが楽しい」「友だち

と仲良くする」「学校のきまりを守る」「給食の時間は楽しい」などで昨年同様９５％以上の児童が肯定的な回答です。
読書については２７％程度の児童に課題があり改善をしていかなければならないと思っています。教育相談の「先生
に相談できる」では２１％の児童が否定的な回答であり、日常の児童とのふれあいを含め、教育相談週間や相談ルー
ムの確保、先生方の教育相談の技能などの充実を図る必要があると感じています。また学年によって結果の違いがあ
るので、児童の発達段階に応じた指導や支援の在り方をもう一度確認して実践していきます。
「先生は自分が努力したことをほめてくれる」は学年によって差がありますが１０％の児童があてはまらないと回答
しています。大きな課題として捉えていますので、今後改善を図っていきます。

４、学校評議員からの学校評価の結果や教育活動全般に関する主なご意見とご感想（学校関係者評価）

・児童の自己評価を見ると、6年生の評価が高いのはすばらしい。高学年の児童が学校をリードしている。
・心の教育に関する次年度からの道徳の教科化について学校はどのように取り組んでいくのか、児童の意識を変えて
いく努力をお願いしたい。また自分自身が道徳的に範を示すことができる教師になってほしい。あいさつや思いや
りなど常識的なことを児童に指導してほしい。古山小が道徳で先端を行ってほしい。（校長：道徳は大きな転換期
を迎えている、評価の問題等大きな改革である。これまでの取組を更に充実させて自信をもって指導していきたい。）

・児童は学校に来ることが楽しいことが一番大切である。困ったことを相談できる体制をぜひ構築してほしい。相談
できないことが学習意欲の低下につながる。子どもたちに寄りそってほしい。（校長：楽しくないと思っている児
童に特に目を向けることが大切だと考えている。学級担任を含めて組織的な教育相談体制で悩みを抱えている児童
に寄りそっていきたい。）

・古山小の児童はあいさつがよくできる。地域の方にも元気よくあいさつしている。明るさがすばらしい。いろいろ
な場面でのがんばりが地域に認められている。（校長：地域の方々からのありがたい評価に心より感謝いたします。）

・（校長：「学校評議員会」は今年度で解消され、次年度から「学校運営協議会」に移行します。いままで古山小への
ご協力・ご支援ありがとうございました。今後とも古山小の改善に積極的に取り組んでいきます。）


